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タクシーにおけるリスク評価と対策について
タ ク シ ー内 にお ける 感 染リ スク と その 対 策は ？

・　タクシー内の換気性能の評価と，窓開け ，パーティション等による対策の効果について 調べる.

・　車速は市街地走行を 想定して時速40 キ［］，運転手を含めて3 人乗車を想定.

・　エアコン設定は「外気導 入」が前提，［通常モード］と［最大モード］の二種類を比較

・　窓は，「全席窓閉め」，「後席左窓開け 」，「運転席窓聞け」を想定，いずれも5cm 開ける
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換気性能の評価

タクシーにおけるリスク評価と対策について

(エアロゾル感染リスクの評価)
仮想的に汚染空気で車内を満たし （赤），換気により新鮮空気（青）に入れ替わる様子を可視化
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前 席側 から 後 席 側向 かっ て 換 気は 進む が ，３０秒 程度 で ほぼ 一 様と な り （一 部足 元 の 換気 速度 が 遅い ） ，2 分程 度 で新 鮮 空気

に 入れ 替 わる ．

ｌ供:哩研,l乱力:トヨタロ動準一li］士交通禍　２Ｓ
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タクシーにおけるリスク評価と対策について

換 気 性 能の 評価 （エ アロゾ ル 感染 リス ク の 評価 ）

・　換気による汚染空気の減衰から 実換気量を定量評価

・　窓閉めの他，エアコン風量の違い ，窓開け（後席左，運転席）の効果を検討
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こ エ アコ ン によ る 機械 換 気効 果 が支 配的 で あり ， 時 速４０キ[] で 窓を 閉 めた ま まで ， 通 常モ ード でも1 時間 に４２回( 約1. ５分 に

1回) ， 最大 モ ード では81 回 の 新 鮮空 気が 供 給さ れて い る ．

ｊ 時 速４０キロ で は ，窓 開け に より 換 気bi は25 ％ 向 上す る が上 乗 せ効 果 は相 対 的に 少 ない ．

１ 窓 の開 け 方に 大き く は 依存し な い.

=41時 速２０キロ で は ，窓 開け の 効果 は ほと ん どみ ら れな い ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 脚供り1佃,協力:トヨタロ動車･lj]土交通１　29
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タクシーにおけるリスク評価と対策について

飛 沫 飛散 の 様子と 対 策

・　運転者が咳をした際の飛沫飛散の 様子

①全ての窓を閉めた状態

Tine=a

②連転席と後席左を窓開けした状態 ③運転席と後席左を窓開けしてパーティ

ションを付けた場合

①エアコンの 強い流れによって 車内全体に急速にエアロゾ ルが拡散する

②運転者側の窓から，２０秒後には発生した飛沫のおおよそ1/４程度の飛沫が窓から排出される

lｐ
 
Ｑ
 ａ
･
i
￥
｡Ｊ

巻

ま

…
三

③バーティションをして 窓を開けることで，効果的に窓から飛沫が車外に排出さ れ２０秒後には飛沫は 半分になる，かつ後部座

席への到達址も減少する

抑供：哩研，協力：トヨタ日動學 一国土交通１　 ３０
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タクシーにおけるリスク評価と対策について
飛 沫 飛 散の 様子と 対 策

・　後席左の乗客が咳をした際の飛沫飛散の様子

④全ての窓を閉めた状態 ⑤運転席と後席左を窓開けし た状態
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⑥全ての窓を閉めて乗客がマスクを 装着
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凛リアの窓開け効果は限定的，２０秒後に飛沫全休の1 割程唐のみ車外に排出

⑥マスクをすることで発生する飛沫の総量を3 割程度まて減ら すことができる．漏れ出た飛沫はエアコ ン換気により車外へ放出

さ れる．

抑供： 理研，協力：トヨタロ 勅學 一国土交通省　 ３１
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タクシーにおけるリスク評価と対策について

後 部 座席 乗 客が 咳を し た場 合の パ ーティ ショ ンの 効 果

・　後席左の乗客が咳をした際の、20 秒後の飛沫飛散の様子

・　赤：車内浮遊粒子、青：車外浮遊粒子、緑：壁近傍粒子

後席芹の乗客が咳をした場合

パーティション無し

パーティション有り

後席右の乗客が咳をし た場合
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八一 ディ ジョ ンに より ，乗 客か らの 直 接の 飛沫 飛 散は 防御 でき る ．エ アロゾ ル に 対し ても あ る 程度 の 効 果は 期 待でき る が ，

完 全に 防御 す るこ と は難し い ．

捉供:哩研,協力:トヨタ自動車･l蜀土交通禍　３２
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タクシーにおけるリスク評価と対策について
ま と め

・　シミ ュレ ーションによる実換気量の評価では，通常モード（最大風量の半分）でも一時間に40回程度（1.5 分に1

回）の換気は達成されており，3人乗車の場合，一人当たりの換気量は一般オフィスの2 ～3倍程度（60 ㎡/時間）確

保されている.

・　通常の市街地走行を想定し た時速40 キロ程度で は，窓開けによる換気の上乗せ効果は大きくはなく，25 ％換気量が

増える程度である．また窓開けによる換気量は車速に大きく依存（時速20 キロ ではほとんど効果がない）するため，

エアコン風量に余裕がある場合は，窓を 開けるよりはエアコン風量を増やした方が効果的である.

・　車内で は，エアコンの強い気流により，発生した飛沫・エアロゾルは10 秒以内に急速に車内に拡散する.

・　運転者が咳をした場合 ，運転席周りにパーティショ ンがある場合，運転席横の窓を開けることで，効果的に飛沫・エ

アロゾルが車外に排出される．また，後部座席への到達量も減少する.

・　後部座席で乗客が咳をした場合，急速に車内に拡散した飛沫・エアロゾルは窓開けでは排除することは困難．パー

ディジョンは乗客からの直接の飛沫の飛 散を防御することはできる，エアロゾル に対してもある程度の効果 は期待で

きるが，完全に防御することは難しい．
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タクシーにおけるリスク評価と対策について

皆さ ん に知っ て 頂 き たいこ と

=:ｔタクシー内はエアコンの「外気導入モード」で風量を通常レベル（最大風量の半分）以上とすることで，高い 換気能

力が発揮さ れている．（窓を閉めていても約1.5 分で新鮮な空気に入れ替わる）

5 い ≧Ξこ）
エ アコ ンの モ ード は 「外 気取 込 み 」に ！

②発生する飛沫・エアロゾルそのものを減少（総飛沫数を３割程度まで減らせる）さ せるためにも，運転者・乗客とも

にマスク着用することの感染リスク低減効果は大きい．
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